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『砂の器』を生きた父子の物語

九州で初めて同和教育を始めた林力さん 99歳、そのきっかけは父のハンセン病

だった。昭和 12年、父は匡1立ハンセン病療養所鹿児島星塚敬愛国に隔離された。

差別が厳しかった時代、林さんは父の「隠して生きろ |」 の言葉に忠実に生きる。

教員となった林さんは被差別部落の子たちと接する中で「水平社宣言」に出会う。

「隠して生きる」ことの意味を自らに問い続ける日々 …。「恥でないことを恥とする

ときそれは本当の恥になる」51歳で『解放を問われつづけて』を出版。

祖父の苦悩、自身の苦闘、すべてを一人娘の美知子に伝えたい思いからだった。

「無知こそ差 Jllの 始まりであるJ林さんは揺るぎない信念で反差別を貫き通す。

ハンセン病家族国家賠償請求訴訟では原告団団長を務め勝訴、今も精力的に

講演活動を行う。娘は言う。「父はごめんねごめんねの旅を続けている…」と。

2023年 10月完成/26分/ライブラリー価格 50,000円+税

LGBTQ+の居場所作り

いよたみのりさん (54)は 2022年 に性別適合手綱fを行い、戸籍も男性から

女性に換えた。壮絶な人生を明るく語るみのりさんの笑顔には、ありのままに

生きる自信が溢れる。カミングアウトできなかった青春時代、本当の自分を隠

しての結婚、親としての暮らし、職場でのストレス。その後、36歳で自殺未遂。

18年の結婚生活にも終止符を打った。「人生グラフでは暗闇の時代でした」

心の性のままに生きたい1 46歳 で改名、50歳で自分と同じような気持ちを

もつ人たちのための居場所として NPO法人 MixRainbowを 立ち上げた。

学校や行政、企業での講演活動、ラジオ出演、LGBTの 困り事へのチャレンジ、

そして月例会「みんなの居場所」では手術1周年記念講演など、包み隠さない

エネルギッシュな活動が、アライ (理解者・賛同者)を増やし続けている。

2023年 10月完成/27分 /ライブラリー価格 50,000円+税

僕らのように幸せになってほしい

ずっとゲイを隠し続けてきた二人は、2020年 にお見合いし、すぐに意気投合、

今では一緒に暮らし共に活動する、最高で最良のパートナーとなった。

2021年 、中|1戸 に、ゲイに特化した当事者による日本初の結婚相談所を開設。

早速、新聞やテレビが取り上げた。二人で作るYouTubeラ ジオ番組も好評で、

LGBTQ十全般にも対応する相談所開設にもつながった。

学校・行政・企業などでの講演、兵庫県では初めてのLGBTの フェステイバル

神戸レインボーフェスタの開催など、様々な活動を精力的に展開している。

二人の思いは一つ。パートナーシップ制の先にある同性婚の法的な成立だc

片方が入院した時、また、亡くなった時、残された方はどうすればいいのか ?

好きな人と安心して暮らす。二人は誰もが願う幸せの実現に向けて突っ走る

2023年 10月完成/27分/ライブラリー価格 50,000円+税
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靴下の穴から木来が見えた

※【部落の心を伝えたいシリーズ】第1巻～第10巻/DVD(字幕無し) 第11巻～第33巻 【番外編HLGBTシリーズ】/DVD(字幕有/無 選択可)

〒580¨0022 大阪府松原市河合4¨333… 13
TEL:072¨ 339… 191l   FAX:072… 339… 1922

販売元・・・ フルーク映像 株式会社
E¨mail:info@flugeizo.oom  WEB:www.flugeizo.com

hokushin
はんこ


